
新総合計画 第2回経済部会データ資料集 

項目 資料内容 ページ 

地球温暖化関係 

・日本の年平均気温の推移 
・温室効果ガスの削減状況 
・部門別温室効果ガスの排出量 
・電気自動車等の普及状況 

１ 

エネルギー関係 
・再生可能エネルギーの導入状況 
・再生可能エネルギーの電源種別導入状況 
・主要LNGガスパイプラインとLNG基地設備の立地状況 

５ 

廃棄物関係 
・一般廃棄物及び産業廃棄物の状況 
・産業廃棄物最終処分量の内訳 
・プラスチックごみの状況 

８ 

環境管理関係 
・大気環境の状況 
・水環境の状況 

１１ 

自然関係 ・絶滅危惧種等の状況 １２ 

新総合計画 第３回経済部会 データ・資料集 

資料４ 



日本の年平均気温の推移 

○ 日本の年平均気温は、様々な変動を繰り返しながら上昇しており、上昇率は100 年あたり1.19℃となってい
ます。 
○ また、気候変動の影響により、たとえば、熱中症による救急搬送者数は、２００８年の調査開始以降、過去
最多となっている。  
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出典：時事通信社 



京都府における温室効果ガスの削減状況 

○温室効果ガス排出量削減については、１９９０年度比で、２０２０年度までに２５％削減する目標に対して、２０
１６年度は１９．６％減となっています。 
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京都府における部門別温室効果ガスの排出量 

○ 温室効果ガス排出量削減の部門別の状況としては、省エネ設備の導入等により、産業部門及び運輸部
門において相当の成果が上がっているのに対し、世帯数の増加や猛暑・厳冬の影響もあり、家庭部門は増
加している。 
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京都府における電気自動車等の普及状況 
○ 電気自動車等普及促進条例に基づくＥＶ等に係る自動車税等の減免、タクシーやレンタカー事業者等へ
の府市協調でのＥＶ・ＰＨＶ購入助成、府の公用車への率先導入などを通じ、ＥＶ等の導入を進めた結果、
2017（平成29）年度末の府内への導入台数は4,787台となった。 
野心的な目標として掲げた「2018（平成30）年度末に5,000台」の達成に向けて、着実に導入が進んできている。 
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府内再生可能エネルギーの導入状況 

○ 「エネルギー自給・京都」の実現に向けて、地域資源等を活用した再生可能エネルギーの導入を促進し
ていますが、府内総電力需要に占める再生可能エネルギー発電量の比率は８．８％にとどまっており、さら
なる導入が求められています。 
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府内再生可能エネルギーの電源種別導入状況 

○府内の再生可能エネルギー導入量の約９割を太陽光発電が占めていますが、気象条件・時間帯に左右されにくい
バイオマスや小水力など多様な再生可能エネルギーの導入を促進する必要があります。 
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主要LNGガスパイプラインとLNG基地設備の立地状況 

○ 南海トラフ地震などの大規模災害への備えとして、西日本の日本海側における広域ガスパイプラインの必要性
が高まっています。 
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一般廃棄物及び産業廃棄物の状況 

○産業廃棄物の最終処分量は近年横ばいの傾向であるとともに、今後排出量の増大が見込まれる建設廃棄物や、
国際的問題になっているプラスチックごみをはじめ、より一層３Ｒを進めていくことが求められています。 
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指　標 ㉜目標 ㉒実績 ㉗実績 ㉘実績

排出量（万ト
ン/年）

70.50 90.30 84.30 80.90

再生利用率
（％）

18.30 13.30 15.60 16.00

最終処分量
（万トン/年）

9.20 13.00 11.00 10.10

指　標 ㉜目標 ㉒実績 ㉗実績
排出量（万ト
ン/年）

404 449 445

再生利用率
（％）

45.8 40.6 43.4

最終処分量
（万トン/年）

7.5 11.1 11.2

■一般廃棄物の状況 

■産業廃棄物の状況 
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○ 建設系廃棄物は、コンクリート殻を除きリサイクル率が低く、最終処分量も多いことから、重点的に３Ｒに取り組む
べきことが求められます。 

産業廃棄物最終処分量の内訳 



プラスチックごみの状況 
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世界におけるプラスチック包装ごみの発生量の状況 

●2018年６月に発表されたＵＮＥＰの報
告書「シングルユースプラスチック」によ
れば、プラスチック生産量（2015）を産業
セクター別にみると、容器包装セクターの
プラスチック生産量がお最も多く、全体の
36％を占めている。 
 
●各国の１人あたりプラスチック容器包
装の廃棄量を比較すると、日本の人口１
人あたりのプラスチック容器包装の廃棄
量は、米国に次いで多い。 

○ プラスチックごみの対策についても、海洋ごみ問題など体系的かつ効果的な施策の展開が望まれるとともに、頻
発する災害に伴い大量に発生する廃棄物の迅速かつ適正な処理が求められています。 



京都府における大気環境の状況 
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○ 府内における大気の状況については、二酸化硫黄、浮遊粒子状物質、二酸化窒素、及び一酸化炭素は、すべて
の観測局で長期的評価による環境基準を達成しています。また、ＰＭ２．５（微小粒子状物質）は、すべての観測局で
環境基準を達成しています。 
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京都府における水環境の状況 
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○ 府内における水環境の状況については、人の健康の保護に関する項目については、全地点で全項目の環境基
準を達成しています。また、生活環境の保全に関する項目については、河川において全水域でＢＯＤ（生物化学的酸
素要求量）の環境基準を達成しています。 

主要環境基準点（河川）のＢＯＤの年次推移 
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京都府における絶滅危惧種等の状況 

○ 絶滅の恐れのある野生生物種が増加しているほか、伝統行催事や京料理に用いる植物や川魚などの数が減り、
京都の伝統や文化の継承にも影響が出ています。また、外来生物や野生鳥獣により人々のくらしが脅かされており、
侵入対策・適正管理が求められています。 

 

○ ３０年４月現在、国内で、１４８種の外来生物が、「特定外来生物」に指定され、飼育、栽培、保管、運派、販売等
が、原則禁止されています。また、府内では、農作物等に被害及ぼすアライグマをはじめ、ヌートリアやアルゼンチン
アリなどが確認されています。 
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絶滅寸前種 絶滅危惧種
準絶滅
危惧種

要注目種 計

2015 461種 506種 443種 430種 1935種

（2002） （393種） （415種） （353種） （335種） （1596種）

■京都府の絶滅危惧種等の状況 

■特定外来生物の指定状況 

●２００８年１月時点：１０１種  →  ●２０１８年４月現在：１４８種 


